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南部科学工業園区(以下南科と略称)には

台南園区と高雄園区と二箇所があり、総面積

は1,608ヘクタール。1996年の開発から今ま

で、生産・生活・生態が結合したサイエンス

パークの建設が進められ、2010年に完成する予

定である。

台南園区は台南県新市郷・善化鎮・安定郷の

境界に位置し、総面積は1,038ヘクタール。国道8号

および国道1号新市インターチェンジ・省道台1線及び

台19線に隣接し、最寄の駅は善化駅と新市駅。台南空港

及び高速鉄道台南駅からはシャトルバスが運行し、交通は至

便である。

高雄園区は高雄県路竹郷・岡山鎮・永安郷の境界に位置し、面積570ヘク

タール。省道台1線が園区内を縦貫し、約4キロの地点に路竹・岡山インター

チェンジがあり、国道1号に接続し、新しいインターチェンジが2008年に登場す

る予定。最寄の駅は路竹駅と岡山駅で、将来高雄MRT紅線が高雄市から北へ岡

山を経て路竹に至り、交通による時間と距離の短縮ができ、園区から高雄市内

への連絡も便利になる。園区から台南空港までは約15キロ、高雄小港国際空港

までが約30キロ、高雄港までが約25キロと空と海の交通も縦横に活用できる。

基本的なご紹介
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